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「平成27年9月関東・東北豪雨」大崎市災害ボランティアセンターへの、温かいご支援・ご協力ありがとうございました。（順不同）
◆
運
営
支
援
団
体

○
古
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
　
様

○
公
益
社
団
法
人 

お
お
さ
き
青
年
会
議
所
　
様

○
カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
古
川
店
　
様

○
日
本
赤
十
字
社 

宮
城
県
支
部
　
様

○
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
株
式
会
社
　
様

○
み
や
ぎ
生
活
協
同
組
合
　
様

○
一
般
社
団
法
人 

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
災
害

　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
　
様

○
一
般
社
団
法
人

　
　
日
本
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
協
会
　
様

◆
活
動
支
援
団
体

○
大
崎
東
部
更
正
保
護
女
性
会
　
様

○
株
式
会
社
わ
か
さ
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
北
支
店
　
様

○
扇
屋
商
事
株
式
会
社
　
様

○
連
合
宮
城
大
崎
地
域
協
議
会
　
様

○
情
報
産
業
労
働
組
合
連
合
会 

宮
城
県
協
議
会
　
様

○
東
北
学
院
大
学 

学
長
室
地
域
共
生
推
進
課

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
担
当

　
　
　
　
　
　
地
域
共
生
推
進
機
構
　
様

○
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
ー
南
東
北
株
式
会
社
　
様

○
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
㈱ 

東
北
総
支
社
　
様

○
東
北
労
働
金
庫
労
働
組
合
　
様

○
Ｙ
Ｋ
Ｋ 

Ａ
Ｐ 

労
働
組
合
東
北
支
部
　
様

○
株
式
会
社
マ
ル
ハ
ン
石
巻
店
　
様

○
株
式
会
社
マ
ル
ハ
ン
古
川
店
　
様

○
公
益
財
団
法
人 

共
生
地
域
創
造
財
団
　
様

○
日
本
基
幹
産
業
労
働
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
城
県
本
部
　
様

○
古
川
高
等
学
校
　
野
球
部
　
様

○
古
川
学
園
高
等
学
校
　
野
球
部
　
様

○
大
崎
中
央
高
等
学
校
　
野
球
部
　
様

○
佐
沼
高
等
学
校
　
野
球
部
　
様

○
南
郷
高
等
学
校
　
様

○
仙
台
高
等
学
校
　
三
年
二
組
　
様

○
尚
絅
学
院
大
学
　
様

○
東
北
大
学
　
教
育
・
学
生
支
援
部
　
様

○
金
光
教
　
東
北
教
区

　
　
　
み
ち
の
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
　
様

○
末
日
聖
徒
　
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
　
様

○
世
界
平
和
女
性
連
合

　
　
　
　
　
　
　
宮
城
第
二
連
合
会
　
様

○
女
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
　
様

○
公
共
社
団
法
人
　
三
沢
青
年
会
議
所
　
様

○
復
興
支
援
団
体
　
プ
ラ
ス
ネ
オ
　
様

○
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
南
陽
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
様

○
公
益
社
団
法
人
　
弘
前
市
青
年
会
議
所
　
様

○
公
益
社
団
法
人
　
十
和
田
青
年
会
議
所
　
様

○
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
㈱
　
硬
式
野
球
部
　
様

○
三
菱
日
立
パワ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
　
様

○
公
益
社
団
法
人
　
黒
石
青
年
会
議
所
　
様

○
チ
ー
ム
ひ
ろ
し
ま
　
様

○
石
巻
市
社
協
　
ボ
ラ
バス
　
様

○
公
益
社
団
法
人
　
青
森
青
年
会
議
所
　
様

○
社
会
福
祉
法
人

登
米
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
職
員
親
睦
会
　
様

○
玉
造
商
工
会
青
年
部
　
様

○
宮
城
県
対
が
ん
協
会
　
様

○
心
望
団
　
様

○
チ
ー
ム
な
が
で
ん
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
様

○
浜
へい
こ
う
実
行
委
員
会
　
様

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
ゆ
つ
け
っ
ち
ゃ
　
様

○
宮
城
教
区
　
浄
土
宗
青
年
会
　
様

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
スマ
イ
ル
シ
ー
ド
　
様

○
Ｐ
ｉ
ｋａｒ
ｉ
支
援
プ
ロ
ジェク
ト・牡
鹿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
様

○
チ
バフ
ォ
ー
ト
　
様

○
石
巻・フ
ィ
リ
ピ
ン「
ハワ
ッ
ク
カ
マ
イ
」　
様

○
渡
波
フ
ァ
ミ
リ
ー
　
様

○
鈴
博
総
合
開
発
　
様

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
防
災
士
会
み
や
ぎ
　
様

○
社
会
貢
献
団
体
　
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ア
ー
ス
　
様

○
天
理
教
宮
城
教
区
　
大
崎
支
部
　
様

○
ニル
フ
ィ
ス
ク
㈱
　
様

○
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
㈱

　
　
　
　
　
　
　
社
会
貢
献
グ
ル
ー
プ
　
様

○
カ
リ
タ
ス
米
川
ベ
ー
ス
　
様

○
高
畠
青
年
会
議
所
　
様

○
東
根
青
年
会
議
所
　
様

○
長
井
青
年
会
議
所
　
様

○
花
巻
青
年
会
議
所
　
様

○
三
沢
青
年
会
議
所
　
様

○
八
戸
青
年
会
議
所
　
様

○
五
所
川
原
青
年
会
議
所
　
様

○
湯
沢
青
年
会
議
所
　
様

○
山
形
青
年
会
議
所
　
様

○
日
本
青
年
会
議
所
　
山
形
ブ
ロッ
ク
協
議
会
　
様

○
チ
ー
ム
エ
ー
ス
　
様

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
ラ
イ
フ・ボ
ー
ト
プ
ロ
ジェク
ト
　
様

○
３
１
１  

Ｋａｒａ
ｔｓｕ
　
様

○
㈲
東
邦
総
合
開
発
　
様

○
仙
台
地
区
ユ
ー
ス
会
議
　
様

◆
個
人
・
団
体
等
支
援
金

○
佐
々
木
　
一　
様

○
一
般
社
団
法
人
　
当
別
青
年
会
議
所
　
様

○
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
　
様
　
　
　

○
Ｌ
ｉｖｅ 

Ｂａｒ 

Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
　
様

○
み
や
ぎ
生
活
協
同
組
合
　
様
　
　

○
南
三
陸
町
平
成
の
森
団
地
仮
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
宅
住
民
一同
　
様

○
匿
　
名
　
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
南
三
陸
復
興
ダ
コ
の
会
　
様
　
　
　
　
　

○
南
三
陸
町
飲
食
組
合
　
様

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
石
巻
復
興
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
様

○
竹
ノ
内・大
江
向
親
和
会
　
様

○
美
里
町
南
郷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
　
様

○
匿
　
名
　
様

○
盛
岡
市
医
師
会
付
属
盛
岡
高
等
看
護

　
　
　
　
　
学
院・盛
岡
准
看
護
学
院
　
様

○
石
巻・フ
ィ
リ
ピ
ン「
ハワ
ッ
ク
カ
マ
イ
」　
様

○
寒
河
江
市
中
部
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
　
様

○
宮
城
い
き
い
き
学
園
仙
南
校
　
様

○
ね
ま
る
べ
遠
野
　
様

○
穀
町
商
店
街
　
様

○
愛
知
県
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
　
様

○
寒
河
江
市
柴
橋
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
　
様

○
気
仙
沼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
絡
会
　
様

○
西
多
賀
城
市
民
セ
ン
タ
ー
　
手
し
ご
倶
楽
部
　
様

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
せ
ん
だ
い・み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
　
様

◆
個
人
・
団
体
等
支
援
物
資

○
オ
ン
ワ
ー
ド
マエ
ノ
　
様

○
㈲
柏
工
芸
　
様

○
地
域
密
着
事
業
セ
ン
ダ
イ
交
流
団

　
　
　
　
エ
ス
ケ
ー
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
ズ
　
様

○
み
や
ぎ
生
活
協
同
組
合
　
様

○
片
浦
　
一枝
　
様

○
ア
ド
ラ
ー
ジ
ャ
パン
　
様

○
矢
吹
町
災
害
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
　
様

○
あ
い
お
いニッ
セ
イ
同
和
損
保
保
険
㈱
　
様

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
と
う
も
ん
の
会
　
様

○
新
沼
　
暁
之
　
様

○
丹
波
豪
雨
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
丹
波
組
　
様

○
富
士
フ
ィ
ル
ム
ビ
ジ
ネ
ス
サ
プ
ラ
イ
ズ
株
式
会
社
　
様

○
芦
屋
市
商
工
会
　
様

○
㈱
大
塚
製
薬
工
場
　
仙
台
営
業
所
　
様

○
村
上
　
智
美
　
様

○
木
村
　
直
美
　
様

○
秋
山
　
智
香
子
　
様

○
津
波
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
　
様

○
井
上
　
博
之
　
様

○
株
式
会
社
重
松
製
作
所
　
様

○
古
川
ポ
ン
プ
製
作
所
　
様

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
ラ
イ
フ・ボ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェク
ト
　
様

○
髙
波
　
直
美
　
様

○
安
西
周
三
税
理
士
事
務
所
　
様

○
阿
部
喜
商
店
　
様

○
日
本
災
害
支
援
機
構
　
様

○
株
式
会
社
　
木
の
屋
石
巻
水
産
　
様

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
絆
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
様

○
世
界
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
横
浜
大
会
組
織
委
員
会
　
様

○
松
谷
　
早
苗
　
様

○
松
井
　
春
奈
　
様

○
大
崎
市
食
品
衛
生
協
会
　
様

○
鶴
町
　
雅
子
　
様

○
海
を
つ
く
る
会
　
髙
柳
佳
恵
　
様

○
谷
　
　
純
子
　
様

○
小
林
　
結
花
　
様

○
吉
川
　
礁
子
　
様

○
チ
ー
ム
ひ
ろ
し
ま
　
様

○
海
を
つ
く
る
会
　
坂
本
昭
夫
　
様

○
佐
藤
　
亜
希
　
様

○
甘
利
　
由
紀
　
様

○
後
藤
　
祐
子
　
様

○
榊
原
　
　
弘
　
様

○
那
珂
市
立
第
四
中
学
校
　
わ
か
す
ぎ
学
園

　
　
　
　
　
　
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
　
様

○
浅
井
　
弘
恵
　
様

○
長
尾
　
久
恵
　
様

○
秋
山
　
哲
也
　
様

○
海
を
つ
く
る
会
　
佐
藤
美
佐
子
　
様

○
匿
　
名
　
様

○
Ｌｏｖｅ 

Ｓｏｎｇ 

大
作
戦

　
　
　
　
　
　
代
表
　
竹
之
内
逸
志
　
様

○
由
利
　
　
護
　
様

○
社
会
福
祉
法
人
い
わ
て
育
心
会
　
様

○
世
界
平
和
女
性
連
合
宮
城
第
二
連
合
会
　
様

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
東
日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
手
に
ぎ
り
隊
　
様

○
南
三
陸
町
平
成
の
森
団
地
仮
設
住
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
民
一同
　
様

○
小
笠
原
　
小
百
合
　
様

○
島
　
　
和
正
　
様

○
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
２
–
Ｃ

　
　
　
地
区
　
ガ
バ
ナ
ー
　
石
川
達
雄
　
様

○
西
多
賀
城
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
し
ご
倶
楽
部
　
様

◆
各
社
協
よ
り
運
営
支
援
並
び
に

　支
援
金
・
支
援
物
資

　県
内
社
会
福
祉
協
議
会

○
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
様

○
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　
石
巻
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
様

○
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　
登
米
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
様

○
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　
涌
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
様

○
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　
美
里
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
様

○
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　
色
麻
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
様

○
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　
加
美
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
様

○
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　
女
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
様

○
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
東
松
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
様

○
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　
仙
台
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
様

○
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　
岩
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
様

○
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
気
仙
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
様

○
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　
大
衡
村
社
会
福
祉
協
議
会
　
様

○
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
南
三
陸
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
様

　
県
外
社
会
福
祉
協
議
会

○
社
会
福
祉
法
人

　
台
東
区
社
会
福
祉
協
議
会
　
様（
東
京
都
）

○
社
会
福
祉
法
人

　
湯
浅
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
様（
和
歌
山
県
）

※

宮
城
県
共
同
募
金
会
様
よ
り「
災
害

　
　

　等
準
備
金
」を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。

※

そ
の
他
、多
く
の
個
人
、団
体
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
な
ど
か
ら
ご
支
援・ご
協

力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　総
合
的
な
学
習
で
、福
祉
の
勉
強
が
始
ま
り

ま
し
た
。わ
た
し
は
、自
分
の
課
題
を「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」に
し
ま
し
た
。困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら

何
か
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。　私

は
、去
年
、心
ぞ
う
の
手
術
を
し
ま
し
た
。

今
年
も
、そ
の
検
査
の
た
め
に
入
院
を
し
ま
し

た
。手
術
や
検
査
の
後
、ず
っ
と
ベ
ッ
ト
に
い
ま

し
た
。一
番
大
変
だ
っ
た
の
が
、ト
イ
レ
に
歩
い

て
行
け
な
い
こ
と
で
す
。オ
ム
ツ
や
に
ょ
う
器
を

使
い
ま
し
た
。体
が
動
か
せ
な
い
と
き
、自
分
で

で
き
る
こ
と
は
少
な
い
で
す
。か
ん
ご
士
さ
ん

が
い
ろ
い
ろ
優
し
く
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
は
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。体
を
動
か

せ
な
い
と
き
に
、た
く
さ
ん
の
人
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。そ
の
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
調
べ
て
自
分
も
や
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。そ
し
て
自
分
に
は
ど
ん
な
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　六
月
、学
校
に
福
祉
協
議
会
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
、キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
ィ
体
験
を
し
ま
し

た
。初
め
に
、福
と
は「
幸
せ
」、祉
と
は「
豊
か

さ
」の
こ
と
で
、福
祉
と
は「
み
ん
な
が
幸
せ
で

い
る
」と
い
う
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　お
話
の
後
、車
い
す
体
験
を
し
ま
し
た
。左
右

に
動
く
と
き
、片
手
を
放
し
て
タ
イ
ヤ
を
回
し

ま
す
。と
て
も
力
が
必
要
で
し
た
。段
差
の
所
は

一
人
で
何
回
や
っ
て

も
で
き
ま
せ
ん
。友

達
が
お
し
て
く
れ
る

と
楽
で
す
が
、ガ
タ

ン
と
体
に
ひ
び
き
ま

し
た
。自
分
が
お
す

と
き
に
は
、す
わ
っ

て
い
る
人
の
気
持
ち

に
な
っ
て
気
を
付
け

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　次
に
白
杖
体
験
を
し
ま
し
た
。ア
イ
マ
ス
ク

を
つ
け
る
と
真
っ
暗
で
す
。周
り
が
全
然
見

え
ま
せ
ん
。階
段
や
細
い
と
こ
ろ
は
ど
の
よ

う
に
歩
け
ば
い
い
か
ま
よ
い
ま
し
た
。障
害
物

が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、い
つ
終
わ
る
の
か
と
て

も
心
配
で
し
た
。い
つ
も
歩
い
て
い
る
場
所
な

の
に
、今
ど
こ
に
い
る
ん
だ
ろ
う
、周
り
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、な
ど
い
ろ

い
ろ
不
安
に
な
り
ま
し
た
。友
達
の
介
助
が

な
け
れ
ば
、一
人
で
は
と
て
も
歩
け
ま
せ
ん
で

し
た
。
　

　キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
ィ
体
験
で
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
調
べ
た

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
、

子
供
か
ら
お
年
よ
り
ま
で
、た
く
さ
ん
の
人

が
毎
日
幸
せ
に
く
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
自

分
で
活
動
す
る
こ
と
で
す
。赤
い
羽
根
募
金

は
、第
二
次
大
戦
後
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

身
近
で
は
ご
み
清
そ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

も
あ
り
ま
す
。キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
ィ
体
験
も
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
介

助
し
た
り
活
動
し
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
な

ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。大
き
な
こ
と
で
な

く
て
も
、自
分
の
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　二
学
期
は
、敬
老
会
に
参
加
し
た
り
老
人

ホ
ー
ム
に
行
っ
た
り
し
ま
す
。お
年
よ
り
の
方

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
を
考
え
て
活
動
し

た
い
で
す
。ふ
だ
ん
で
も
、道
で
困
っ
て
い
た

り
、助
け
が
必
要
だ
な
ぁ
と
思
う
人
が
い
た

ら
、そ
の
人
の
気
持
ち
に
な
っ
て
声
を
か
け

よ
う
と
思
い
ま
す
。相
手
が
い
や
な
気
持
ち
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、自
分
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
、進
ん
で
お
手
伝
い
し
た
い
で
す
。

　

　

「
こ
れ
か
ら
自
分
に
で
き
る
こ
と
」

最
優
秀
賞

福
祉
作
文
の
部

小
学
生
の
部

富
永
小
学
校

　四
年石

　川

　結

　菜

　福
祉
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、

調
べ
て
み
た
ら
、「
幸
せ
や
豊
さ
を
意
味
す
る
言

葉
で
あ
り
、全
て
の
市
民
に
最
低
限
の
幸
福
と

社
会
的
援
助
を
提
供
す
る
と
い
う
理
念
を
指

す
。」と
わ
か
り
ま
し
た
。僕
は
今
ま
で
経
験
し

て
き
た
事
を
通
し
て
、福
祉
に
つ
い
て
考
え
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。僕
は
今
ま
で
福
祉
と
は
、

「
お
年
寄
り
の
人
達
が
暮
ら
し
や
す
く
、生
活

が
不
便
で
は
な
い
環
境
を
整
え
る
事
。」だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。福
祉
と
い
う
言
葉
を
調
べ
て

か
ら
は「
障
害
を
持
つ
人
や
高
齢
者
に
も
平
等

に
幸
せ
が
訪
れ
る
よ
う
に
周
り
の
人
が
協
力

し
合
い
、手
助
け
を
す
る
事
」だ
と
思
い
ま
し

た
。　僕

の
住
む
町
に
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
敬
風
園
」が
あ
り
ま
す
。小
学
校
三
年
生
の
時

に
訪
問
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
生

活
を
し
て
い
る
人
達
は
、足
が
不
自
由
で
車
イ

ス
に
座
っ
た
ま
ま
の
人
や
、ず
っ
と
寝
た
き
り

の
人
、目
が
見
え
な
い
人
や
手
が
不
自
由
な
人

な
ど
自
力
で
生
活
で
き
な
い
人
達
が
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
。そ
こ
で
介
護
を
し
て
い
た
人
の
話
で

は
、認
知
症
の
人
達
が
勝
手
に
い
な
く
な
ら
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
面
倒
を
み
た
り
、お
風

呂
の
時
や
ベ
ッ
ド
へ
の
移
動
時
な
ど
は
安
全
に

配
慮
し
て
介
護
を
す
る
と
聞
き
ま
し
た
。僕
は

こ
の
時
介
護
者
の
援
助
に
よ
っ
て
僕
達
と
同
じ

日
常
生
活
を
送
る
事
が
出
来
る
の
だ
と
知
り

ま
し
た
。

　現
在
の
日

本
で
は
六
十

五
歳
以
上
の

高
齢
者
が
三

千
二
百
九
十

六
万
人
で
、人

口
全
体
の
約

二
十
六
パ
ー

セ
ン
ト
と
四

人
に
一
人
の
割
合
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

僕
が
二
十
歳
に
な
る
七
年
後
に
は
、三
千

七
百
二
十
万
人
で
、約
二
十
九
パ
ー
セ
ン
ト

と
三
人
に
一
人
の
割
合
で
増
加
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
、高
齢
者
問
題
が
今
の
日
本

の
福
祉
問
題
の
中
で
一
番
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
て
、最
近
で
は
高
齢
者
へ
の
虐
待

も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
他
、仕

事
の
内
容
に
対
す
る
賃
金
の
低
さ
や
、精

神
面
の
負
担
が
大
き
い
た
め
、介
護
福
祉
士

が
高
齢
者
の
割
り
合
い
に
対
し
不
足
し
て
い

る
事
も
今
の
日
本
で
は
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
、こ
の
よ
う
な
課
題
を
ど
の
よ
う
に

無
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
自

分
な
り
に
考
え
た
結
果
、ま
ず
介
護
福
祉

士
の
給
料
を
上
げ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
そ
う
思
っ
た
か
と
い
う
と
、重
労
働
で

も
給
料
が
高
け
れ
ば
若
い
人
や
男
の
人
も

増
え
女
の
人
だ
け
で
は
大
変
な
お
風
呂
の

お
世
話
や
ト
イ
レ
の
手
伝
い
等
も
楽
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
す
。そ

れ
と
、一
人
で
介
護
す
る
よ
り
も
二
人
や
三

人
で
一
緒
に
や
れ
ば
負
担
が
減
る
と
思
い
ま

す
。　今

僕
は
中
学
生
で
働
け
ま
せ
ん
が
、僕
が

住
ん
で
い
る
地
域
で
も
高
齢
者
が
多
く
、区

長
さ
ん
か
ら
祭
り
の
準
備
を
若
い
人
に
手

伝
っ
て
も
ら
い
た
い
と
案
内
が
来
て
い
ま
し

た
。僕
は
そ
の
案
内
を
見
て
お
父
さ
ん
と
一

緒
に
祭
り
の
準
備
を
手
伝
う
事
も
、福
祉

活
動
の
一
つ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。今
後
、高
齢
化
が
更
に
進
ん
で
い
く

の
は
確
実
で
す
。今
あ
る
課
題
を
大
き
く

変
え
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
が
今
、僕
が
身

の
回
り
で
出
来
る
小
さ
な
福
祉
活
動
を
考

え
実
行
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

　

「
福
祉
に
つい
て
」

最
優
秀
賞

福
祉
作
文
の
部

中
学
生
の
部

鹿
島
台
中
学
校
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平成２7年度 おおさき福祉の心コンクール「福祉作文の部」平成２7年度 おおさき福祉の心コンクール「福祉作文の部」


